
�セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

中
学
校
入
学
式

宣誓する川高さん
店舗名は「ミニ皇學館大学店」

　
大
学
で
は
こ
の
四
月
か
ら

始
業
時
間
を
三
十
分
繰
り
下

げ
た
。
県
内
の
遠
方
か
ら
通

学
す
る
学
生
諸
君
へ
の
配
慮

の
た
め
で
あ
る
▼
再
興
以

来
、
五
十
年
以
上
に
わ
た
っ

て
九
時
始
業
で
あ
っ
た
わ
け

だ
か
ら
、
一
大
改
革
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
▼
た
か
が
三

十
分
、
さ
れ
ど
三
十
分
で
あ

る
▼
ま
ず
は
、
時
間
割
を
編

成
す
る
教
務
担
当
の
職
員
が

頭
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
Ⅳ
講
時
で
開

講
し
て
い
た
非
常
勤
講
師
の

先
生
方
か
ら
Ⅱ
講
時
へ
の
変

更
希
望
が
相
次
い
だ
か
ら

だ
。
こ
の
た
め
、
担
当
者
は

ほ
ぼ
ゼ
ロ
か
ら
時
間
割
を
組

み
立
て
る
と
い
う
神
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
▼
始
ま
っ
て

み
る
と
、
習
慣
は
身
に
染
み

付
い
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と

が
多
い
。
授
業
内
の
時
間
配

分
で
、
妙
に
早
く
終
わ
っ
た

り
、
到
達
す
る
は
ず
の
内
容

に
ま
で
及
ば
な
か
っ
た
り
し

た
▼
い
ず
れ
も
い
わ
ゆ
る
時

差
ボ
ケ
で
、
前
者
は
時
計
の

針
を
前
年
度
ま
で
の
感
覚
で

計
り
な
が
ら
授
業
を
進
め
、

内
容
を
大
幅
に
端
折
り
な
が

ら
終
え
よ
う
と
し
た
結
果
で

あ
り
、
後
者
は
終
わ
る
時
間

が
遅
く
な
っ
た
た
め
に
油
断

し
た
結
果
で
あ
る
▼
さ
て
、

連
休
明
け
あ
た
り
か
ら
、
体

内
時
計
も
よ
う
や
く
慣
れ
て

き
た
が
、
ど
う
も
昼
食
時
は

ま
だ
ま
だ
の
よ
う
で
腹
の
鳴

る
音
はgood

に
聞
こ
え
て

も
や
は
り
辛
い
の
で
あ
る
。

　山や
ま

辺の
へ

の

御み

井ゐ

を
見
が
て
り

神か
む

風か
ぜ

の

伊
勢
娘を

と
め子
ど
も

相
見
つ
る
か
も長ながた

の
お
お
き
み

田
王

　
❖
歌
ご
よ
み
❖

平
成
二
十
九
年
度 

皇
學
館
大
学
入
学
式

誇
り
と
決
意
を
胸
に
新
た
な一
歩

　

四
月
四
日
、
記
念
講
堂
に
お
い
て
平
成
二
十
九
年
度
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
今
年

度
は
大
学
院
十
二
名
、専
攻
科
十
八
名
、学
部
生
七
五
〇
名
、
編
入
学
一
名
の
計
七
八
一

名
が
入
学
。キ
ャ
ン
パ
ス
内
は
初
々
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
入
生
で
あ
ふ
れ
た
。

　
う
ら
ら
か
な
春
の
陽
に
桜

の
蕾
が
一
気
に
ほ
こ
ろ
び
始

め
た
四
月
四
日
。
入
学
式
は

午
前
十
時
に
始
ま
っ
た
。
国

歌
斉
唱
の
後
、
静
か
な
緊
張

感
が
漂
う
な
か
で
清
水
潔
学

長
が
令
旨
を
奉
読
し
た
。
続

く
学
長
式
辞
で
は
、
祝
福
の

言
葉
と
と
も
に
、
本
学
の
創

設
か
ら
再
興
ま
で
の
歴
史
、

日
本
の
文
化
や
思
想
に
基
づ

く「
建
学
の
精
神
」な
ど
を
新

入
生
に
対
し
て
、
丁
寧
に
説

明
。
そ
し
て
「
日
本
の
精
神

文
化
の
源
泉
の
地
」
で
あ
る

伊
勢
に
あ
り
「
古
く
か
ら
の

学
問
伝
統
」
を
受
け
継
ぐ
本

学
は
、ま
さ
に
日
本
を
知
り
、

学
ぶ「
日
本
学
」の
拠
点
大
学

に
ふ
さ
わ
し
い
、と
説
い
た
。

　
ま
た
後
半
で
は
今
、
本
学

が
め
ざ
す
一
つ
の
柱
「
地

（
知
）の
拠
点
」
大
学
の
形
成

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

も
言
及
。
急
速
に
進
む
人
口

減
少
社
会
、
少
子
高
齢
化
、

地
方
の
衰
微
衰
退
な
ど
の
社

会
課
題
の
解
決
へ
向
け
て
、

関
係
自
治
体
や
産
業
界
各
種

団
体
な
ど
、
地
域
の
多
様
な

主
体
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
こ

と
で
、
情
熱
を
持
っ
て
自
ら

学
び
考
え
行
動
す
る
ア
ク
テ

ィ
ブ
シ
チ
ズ
ン
を
養
成
す
る

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
力
を
注

い
で
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　
最
後
は
「
四
年
間
を
通
し

て
人
間
性
を
磨
き
、
自
身
の

固
有
の
価
値
と
使
命
と
は
何

か
を
探
求
し
、
学
び
の
成
果

を
社
会
に
生
か
す
道
を
見
出

し
、
日
本
を
支
え
、
世
界
に

貢
献
す
る
人
材
に
育
っ
て
ほ

し
い
」
と
激
励
し
て
締
め
く

く
っ
た
。
新
入
生
ら
は
、
み

な
希
望
に
満
ち
た
明
る
い
表

情
で
耳
を
傾
け
て
い
た
。
そ

の
後
、理
事
長
告
辞
に
続
き
、

各
学
部
の
代
表
者
ら
が
力
強

く
宣
誓
を
行
っ
た
。
午
後
か

ら
新
入
生
ら
は
外
宮
、
内
宮

を
参
拝
し
、
大
御
神
に
入
学

を
奉
告
し
た
。

　
よ
り
快
適
で
安
心
安
全
な
キ
ャ

ン
パ
ス
を
め
ざ
し
て
、
専
門
業
者

と
提
携
し
た
施
設
設
備
の
充
実
化

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
昨
年
九
月

に
は
倉
陵
会
館
一
階
に
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
オ
ー
プ
ン
。
豊

富
な
品
揃
え
と
と
も
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
等

も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
毎
日
多
く

の
学
生
で
賑
わ
っ
て
い
る
。ま
た
、

遠
方
か
ら
の
通
学
生
へ
の
配
慮
か

ら
今
年
度
よ
り
授
業
開
始
時
間
を

午
前
九
時
半
と
三
十
分
繰
下
げ
。

路
線
バ
ス
が
な
く
な
る
夜
間
時
間

帯
対
策
と
し
て
計
五
便
（
最
終
二

十
一
時
十
分
）
の
宇
治
山
田
駅
行

き
無
料
バ
ス
を
運
行
し
、
五
月
に

は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
一
台
を
新
型
車

に
置
き
換
え
た
。学
生
か
ら
は「
飲

み
物
の
種
類
が
豊
富
で
麺
類
の
お

弁
当
が
販
売
さ
れ
て
い
る
の

で
、
食
堂
が
混
雑
し
て
い
る

時
な
ど
コ
ン
ビ
ニ
を
よ
く
利

用
す
る
」（
神
道
三
年
・
伊
藤

　

四
月
七
日
に
第
三
十
九
回
皇
學
館
中
学
校
入
学
式
が
、

同
月
十
日
に
第
五
十
五
回
皇
學
館
高
等
学
校
入
学
式
が
執

り
行
わ
れ
た
。
真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ
新
入
生
た

ち
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
を
思
い
、
期
待
と
不
安

が
入
り
混
じ
っ
た
表
情
で
式
に
臨
ん
で
い
た
。

　
皇
學
館
中
学
校
で
は
今
年

度
入
学
式
が
四
月
七
日
に
行

わ
れ
、
三
十
二
名
が
入
学
。

皇
學
館
高
等
学
校
で
は
同
月

十
日
に
実
施
さ
れ
、
三
四
九

名
が
皇
學
館
生
と
し
て
新
た

な
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
式
で
は
上
村
桂
一
学
校
長

が
令
旨
を
奉
読
。
続
く
式
辞

で
、「
本
学
園
は
『
国
際
的
な

視
野
』
と
『
日
本
人
と
し
て

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
を

ン
ズ
リ
ー
・
リ
オ
さ
ん
が
、

皇
學
館
高
等
学
校
で
は
川
高

莉
里
さ
ん
が
「
建
学
の
精
神

に
基
づ
き
学
業
に
専
念
し
、

誇
り
と
自
覚
あ
る
行
動
を
為

す
」と
力
強
く
宣
誓
。学
校
生

活
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

「
日
本
学
の
拠
点
」大
学
に
学
ぶ

夢
の
実
現
へ
向
け
て

�

有
意
義
な
学
生
生
活
を

　
伊
勢
市
出
身
で
現
代
日
本

社
会
学
部
に
入
学
し
た
大
井

理
央
さ
ん
は
、
本
学
を
選
ん

だ
理
由
を
「
公
務
員
を
め
ざ

す
学
生
へ
向
け
た
『
Ｗ
ス
ク

ー
ル
制
度
』
が
魅
力
的
だ
っ

た
」
と
語
っ
た
。
伊
勢
春
慶

や
伊
勢
和
紙
な
ど
の
工
芸
に

関
心
が
あ
り
、
地
域
の
伝
統

産
業
に
触
れ
る
機
会
を
積
極

的
に
作
り
た
い
、
と
も
語
っ

て
く
れ
た
。
教
育
学
部
の
佐

脇
美
登
梨
さ
ん
は
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
小
学
校
の
教
員
に

な
る
の
が
夢
で
「
同
じ
道
を

志
す
仲
間
と
一
緒
に
模
擬
授

業
を
し
た
り
、
実
際
に
子
ど

も
た
ち
と
触
れ
合
い
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
っ
た
。
文
学
部
神
道
学

科
の
近
藤
嵩
脩
君
は
、
小
学

校
の
頃
か
ら
妖
怪
に
魅
か

れ
、
民
俗
学
を
調
べ
る
う
ち

に
神
道
に
興
味
を
持
っ
た
と

語
り
、「
将
来
は
伊
勢
神
宮
で

奉
職
す
る
こ
と
が
夢
」
と
凛

凛
し
い
表
情
で
話
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度 

皇
學
館
中
学
校
・
高
等
学
校
入
学
式

日
本
人
と
し
ての
ア
イ
デン
ティティを
育
ん
で

育
む
教
育
に
も
力
を
注
い
で

い
る
。
こ
れ
ら
の
能
力
を
身

に
つ
け
、
世
界
に
羽
ば
た
く

力
を
養
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
も
、
夢
や

目
標
に
向
か
っ
て
努
力
を
緩

め
る
こ
と
な
く
、
皆
さ
ん
全

員
が
互
い
に
助
け
合
い
な
が

ら
高
め
て
い
く
良
き
仲
間
で

あ
っ
て
ほ
し
い
」と
説
い
た
。

　
上
村
学
校
長
の
言
葉
を
受

け
、
皇
學
館
中
学
校
で
は
ハ

キャンパスが
便利・快適・安全に

寧
規
君
）、「
名
張
か
ら
通
っ
て
い

る
の
で
九
時
半
始
ま
り
の
方
が
朝

は
楽
」（
コ
ミ
ュ
三
年
・
山
下
め
ぐ

み
さ
ん
）と
、
評
判
は
上
々
だ
。

　
学
修
環
境
面
で
は
二
・
四
・
五

号
館
の
各
教
室
に
最
新
型
の
映
像

音
響
設
備
を
整
備
。
学
内
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
も
大
幅
に
エ
リ
ア
を
拡
大
し

た
。
さ
ら
に
携
帯
電
話
の
使
用
状

況
を
踏
ま
え
、
大
手
通
信
キ
ャ
リ

ア
三
社
の
ア
ン
テ
ナ
を
完
備
。
安

定
し
た
電
波
状
況
を
整
え
て
い
る
。

　
今
夏
に
は
総
合
体
育
館
の
一
階

部
分
に
空
調
を
新
設
し
、
安
否
確

認
シ
ス
テ
ム
や
防
災
・
備
蓄
倉
庫

等
を
活
用
し
た「
危
機
管
理
」「
防

災
機
能
向
上
」
に
も
焦
点
を
当
て

て
い
く
。
新
電
力
の
導
入
や
外
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
で
光
熱
費
を
大
幅

に
削
減
で
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
を
財
源
と
し
て
活
用
し
て
い
き

た
い
。

学内コンビニ

9時半始業

夜間無料バス

新型スクールバス

体育館空調新設

無線LANエリア拡大

省エネ化

防災機能向上

近藤嵩脩君

厳かな雰囲気の中、執り行われた入学式

佐脇美登梨さん 大井理央さん

●ま
●す ●ま ●す

■注目記事
２面
大学基準に「適合」と認定
実践的英語プログラムを強化
３ 面
新任教職員紹介
４・５ 面
フィールドワーク・遠足・�
自然体験学習報告
６ 面 （高校・中学校）
オーストラリア人留学生・�
ブリジットさんが来校 ほか
７ 面
人事異動
８ 面
平成２8年度卒業生就職状況
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グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム�

【
】内
は
担
当
部
署
名

大
学
基
準
協
会
の

大
学
基
準
に
適
合
と
認
定

　
本
学
で
は
昨
年
度
、
文
部
科
学
省
の
認

証
機
関
で
あ
る
「
公
益
財
団
法
人
大
学
基

準
協
会
」
よ
り
大
学
評
価（
認
証
評
価
）を

受
け
、
審
査
の
結
果
、
本
年
三
月
十
三
日

付
で
同
協
会
の
求
め
る
大
学
基
準
に
「
適

合
」
と
の
認
定
を
受
け
た
。

　
提
言
で
は
「
長
所
と
し
て
特
記
す
べ
き

事
項
」
に
建
学
の
精
神
や
目
的
が
「
皇
学

入
門
」
や
「
伊
勢
学
」「
伊
勢
志
摩
共
生

学
」
等
を
通
じ
て
学
生
に
浸
透
し
て
い
る

点
が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
教
育
研
究
組

織
と
し
て
も
学
部
・
科
の
構
成
や
「
附
属

図
書
館
」「
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
」「
研
究

開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
」
等
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
充
実
し
た
教
育
・
研
究
活
動
を
支

え
る
体
制
を
整
え
て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
。

　
認
定
期
間
は
平
成
二
十
九（
二
〇
一
七
）

年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
（
二
〇
二

四
）年
三
月
三
十
一
日
ま
で
。本
学
で
は
こ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
改
革
・
改
善
に
向
け

た
全
学
的
な
取
組
み
を
今
後
と
も
展
開
し

て
い
く
。

英語教育プログラムMAP 〈正課外〉（平成２９年度以降実施計画）� 青字は目標（または対象）レベル、【 】内は担当部署

六
研
究
が
科
研
費
に
採
択

　
文
部
科
学
省
及
び
日
本
学

術
振
興
会
が
実
施
す
る
科
学

研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研

究
助
成
基
金
助
成
金
）
に
今

年
度
、
六
つ
の
研
究
課
題
が

採
択
さ
れ
た
。

　
同
事
業
は
人
文
・
社
会
科

学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
全
て

の
分
野
に
わ
た
り
、
基
礎
か

ら
応
用
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る

「
学
術
研
究
」（
研
究
者
の
自

由
な
発
想
に
基
づ
く
研
究
）

を
格
段
に
発
展
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
「
競
争
的
研

究
資
金
」。
ピ
ア・レ
ビ
ュ
ー

に
よ
る
審
査
を
経
て
、
独
創

的
・
先
駆
的
な
研
究
に
対
し

助
成
が
行
わ
れ
る
が
、
採
択

率
は
毎
年
平
均
二
十
七
％
程

度
と
狭
き
門
だ
。
新
規
採
択

さ
れ
た
研
究
テ
ー
マ
と
代
表

者
は
下
表
の
通
り
。
今
後
の

研
究
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

実践的英語プログラムを強化

　

真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
養
成
を
め
ざ
す
本
学
で
は
、
英

語
等
の
語
学
力
を
身
に
つ
け
る
べ
く
、
正
課
に
限
ら
ず
正
課

外
に
お
い
て
も
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
。
ま

た
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
に
お
い
て
は
英
語
力
を
測
る
指
標
と

し
て
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
を
活
用
す
る
な
ど
よ
り
実
践
的
な
英
語
力

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
に
、
今
年
度
五
つ
の
強
化
策
を
追
加
し
た
。
海
外
研
修
・

留
学
制
度
に
お
い
て
も
経
費
補
助
の
増
額
や
セ
メ
ス
タ
ー
留

学
制
度
を
取
り
入
れ
、
学
生
の
海
外
体
験
を
積
極
的
に
支
援

し
て
い
る
。以
下
に
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
を
紹
介
す
る
。

　
英
語
圏
や
中
国
語
圏
の
協

定
大
学
等
へ
の
多
様
な
海
外

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
。

短
期（
四
週
間
程
度
）の
も
の

で
は
、
費
用
の
一
部
を
大
学

が
補
助
す
る
（
基
本
額
は
一

割
で
、
語
学
力
に
応
じ
て
三

割
ま
で
増
額
）。
ま
た
、海
外

保
険
料（
二
万
円
程
度
）の
み

で
五
名
ま
で
派
遣
す
る
プ
ロ

英
国
・
ケ
ン
ト
大
学
の

イ
ン
デ
グ
さ
ん
と
交
流

　
本
学
の
学
術
交
流
協
定
校

で
あ
る
英
国
・
ケ
ン
ト
大
学

よ
り
留
学
生
イ
ン
デ
グ
・
キ

ャ
メ
ロ
ン
さ
ん
が
来
学
。
四

月
中
旬
か
ら
の
二
週
間
、
多

く
の
学
生
が
交
流
を
楽
し
ん

だ
。
ま
た
、
約
二
十
名
の
学

生
が
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
協
力
し
た
。

　
滞
在
中
、
イ
ン
デ
グ
さ
ん

は「
日
本
語
表
現
」や「
書
道
」

「
茶
道
」
等
の
講
義
を
受
講
。

課
外
の
時
間
に
は
支
援
サ
ポ

ー
タ
ー
の
案
内
で
神
宮
や
二

見
、
河
崎
等
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド・ス
タ
デ
ィ
を
満
喫
し
た
。

四
月
二
十
日
と
二
十
五
日
に

は
百
船
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ

ウ
ン
ジ
に
て
英
語
交
流

会
が
開
催
さ
れ
、
両
日

合
わ
せ
計
四
十
名
の
学

生
が
参
加
し
た
。

　
「
初
め
て
の
ア
ジ
ア

旅
行
で
も
あ
り
、
滞
在
当
初

は
文
化
の
違
い
に
衝
撃
を
受

け
た
が
、
そ
ん
な
不
安
は
多

く
の
友
人
が
吹
き
飛
ば
し
て

く
れ
た
。
滞
在
中
に
五
十
名

超
の
友
人
が
で
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
繋
が
っ
た
」
と
感
想
を
話

し
た
イ
ン
デ
グ
さ
ん
。
サ
ポ

ー
タ
ー
と
し
て
「
お
伊
勢
さ

ん
菓
子
博
」
を
案
内
し
た
服

部
早
恵
さ
ん（
教
育
四
年
）は

「
イ
ン
デ
グ
さ
ん
に
は
菓
子

一
つ
ひ
と
つ
の
味
よ
り
も
和

菓
子
の
美
し
さ
や
繊
細
な
造

り
が
新
鮮
だ
っ
た
よ
う
だ
。

日
本
語
初
級
者
で
あ
る
彼
女

に
菓
子
の
原
料
や
作
り
方
を

英
語
で
説
明
す
る
の
に
苦
労

し
た
が
、英
語
は
も
ち
ろ
ん
、

外
国
人
の
視
点
に
も
触
れ
る

こ
と
が
で
き
大
変
勉
強
に
な

っ
た
」
と
語
っ
た
。

英
語
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー�

【
国
際
交
流
担
当
】

　
英
語
教
育
に
定
評
の
あ
る

㈱
ア
ル
ク
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
、九
号
館
一
階「
百
船
」の

グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
に
週

三
日（
火・水・木
）常
駐
し
、

「
目
標
の
確
認
」「
現
在
の
学

習
状
況
」「
英
語
学
習
全
般
に

つ
い
て
の
悩
み
」「
次
回
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
ま
で
の
目
標
設

定
」
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
。

こ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
使
っ
た
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
講
座
も
、
水
曜
日

Ⅳ
講
時
に
六
三
一
教
室
で
開

講
。（
面
談・受
講
と
も
に
無

料
）

実
践
的
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
講�

【
就
職
担
当
】

　
㈱
ア
ル
ク
に
よ
る
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
対
策
集
中
講
座
「
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
入
門
Ⅰ�Advanced

」

を
八
月
に
、「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
入

門
Ⅱ�Advanced

」
を
九
月

に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
年
次
よ
り

開
講
す
る
。Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ�

６

０
０
以
上
取
得
目
標
。
受
講

料
の
補
助
が
あ
り
、
テ
キ
ス

ト
代
を
含
み
一
万
円
程
度
で

受
講
で
き
る
。
な
お
次
年
度

よ
り
順
次
、
中
・
上
級
ク
ラ

ス
を
開
講
す
る
予
定
。

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ（
Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト
）

団
体
受
験
＆
受
験
料
補
助�

【
教
務
担
当
】

　
本
学
会
場
で
受
験
可
能
。

六
月
及
び
十
二
月
頃
に
実
施

予
定
。
公
開
テ
ス
ト
よ
り
も

受
験
料
が
安
価
で
、
さ
ら
に

半
額
以
上
を
大
学
が
負
担
す

る
た
め
、
本
人
負
担
は
二
千

円
の
み
。力
だ
め
し
の
他
に
、

留
学
時
の
補
助
額
決
定
や
単

位
認
定
な
ど
に
も
利
用
で
き

る
。（
た
だ
し
、就
活
で
の
活

用
前
に
は
公
開
テ
ス
ト
受
験

を
お
す
す
め
）

英
語
村
（
初
級
、中
・
上
級
）�

【
国
際
交
流
担
当
】

　
学
内
で
の
留
学
疑
似
体
験

を
め
ざ
し
て
、
九
号
館
一
階

「
百
船
」の
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ウ

ン
ジ
英
語
村
で
は
、
十
二
時

五
十
分
か
ら
十
三
時
二
十
分

ま
で
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
等

に
よ
る
「
英
会
話
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
て
い
る
。「
中・上

海
外
研
修
・
留
学�

【
国
際
交
流
担
当
】

グ
ラ
ム
を
追
加
予
定
（
秋
頃

に
募
集
を
開
始
し
、
年
度
末

に
実
施
予
定
）。
さ
ら
に
、休

学
せ
ず
に
一
学
期
間
留
学
で

き
る
セ
メ
ス
タ
ー
留
学
制
度

も
開
始
し
、
単
位
認
定
と
、

五
名
を
限
度
と
し
て
五
十
万

円（
本
学
の
授
業
料
相
当
額
）

の
経
費
補
助
を
行
う
。（
英
語

力
で
選
抜
）

級
」
に
加
え
、
今
年
度
よ
り

英
語
が
苦
手
な
学
生
で
も
気

楽
に
参
加
で
き
る
「
初
級
」

を
追
加
実
施
。（
無
料
）

１ 年次 ２ 年次 ３ 年次 ４ 年次
春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

留
　
　
　
　
学

短期・セメスター
※短期研修経費
　 １〜 ３割補助
【国際交流担当】

セメスター留学（１８単位認定、�
５ 名を上限として５０万円補助）

英検 ２ 級・TOEIC ５００以上 
のみ参加可

　 ▶

英国ケント大学春期研修
（国内旅費のみ本人負担、１名）

上級
　 ▶

ニュージーランド 
ワイカト大学春期語学研修
英検 ２ 級・TOEIC ５００・IELTS ４.５
以上で ３ 割補助

　 　 　 ▶

フィリピン・マレーシア春期
語学研修（他に ５名を海外保険料
のみで派遣する制度を追加予定）
英検 ２ 級・TOEIC ５００・ 
IELTS ４.５以上で ３ 割補助

　 　 　 ▶

英国ケント大学夏期語学研修
英検 ２ 級・TOEIC ５００・IELTS ４.５
以上で ３ 割補助

　 　 　 　 　 　 ▶

学内留学
【国際交流担当】

英語村（初級、中・上級）　※初級クラスを追加 　 　 　 　 　 ▶

海外インターンシップ
【教務担当】

海外インターンシップ
（マレーシア）
※ ５万円補助

　 　 ▶

英
語
資
格
対
策

㈱アルクより派遣
【国際交流担当】

英語学習アドバイザー　※ ６月より「百船」に週 ３日配置予定 　 　 　 　 　 ▶

㈱アルク 実践的英語
コミュニケーションプロ
グラム 中・上級クラス
※受講料の補助あり
【就職担当】

TOEIC入門Ⅰ Advanced
※集中講座（ ８月開講予定）
５００→

TOEIC入門Ⅱ Advanced
※集中講座（ ９月開講予定）
←６００

※次年度以降、
　
順次上級レベルクラスを追加予定

　
　 　 　 ▶

【教務担当】
英語e-ラーニング（ネットアカデミー ２）
「スーパースタンダードコース」「Power�Wordsコースプラス」

TOEIC 初級（４００）〜上級（７００）の１００点アップ
　 　 　 　 　 ▶

TOEIC団体受験
※受験料半額補助
【教務担当】

TOEIC団体受験（ ６月頃）
※本学会場で受験可

TOEIC団体受験（１２月頃）
※本学会場で受験可

　 　 　 　 　 ▶

【附属図書館】 プレ英検（試験の約 １ヶ月前から週に ２〜 ３回実施）　 ２ 級・準 ２ 級 　 　 　 　 　 ▶

外国人交流
【国際交流担当】

ケント大学留学生受け入れ 「伊勢」と日本スタディ
プログラム留学生受け入れ 　 　 　 　 　 ▶

交流会ではインデグさんがケント大学の魅
力について英語で発表し、本学からはよさ
こい部「雅」有志による演舞が披露された

平成２９年度 科研費採択課題一覧（平成２８年度申請）� ※課題番号順に掲載

研究課題名 研究種目 研究代表者／所属学科 研究期間

日本列島のリアス海岸における
中期更新世海成段丘の高分解能地形面編年
� （課題番号：１７K０１２３７）

基盤研究（C） 近藤玲介 准教授
教育開発センター

平成２９年度〜
平成３１年度

中世伊勢神宮に関する三重県外所在古文書の
網羅的研究� （課題番号：１７K０３０７７）

基盤研究（C） 岡野友彦 教授
国史学科

平成２９年度〜
平成３１年度

新地域支援事業に対応する老人クラブ活動の
地域連携モデルの構築� （課題番号：１７K０４１６９）

基盤研究（C） 関根　薫 准教授
現代日本社会学科

平成２９年度〜
平成３１年度

近代の災害救助支援と政府・皇室・宗教の
役割に関する実証的研究� （課題番号：１７K０４２７８） 基盤研究（C） 新田　均 教授

現代日本社会学科
平成２９年度〜
平成３１年度

日本における＂善き生＂の構想とは何か
　「正直」の倫理思想史／比較思想史的研究
� （課題番号：１７K１３３２３）

若手研究（B） 板東洋介 准教授
神道学科

平成２９年度〜
平成３１年度

田山花袋周辺における外国文学書の流通と
受容に関する研究� （課題番号：１７K１３３９８）

若手研究（B） 小堀洋平 助教
国文学科

平成２９年度〜
平成３１年度

新

新

新

新

新

新

新

新

2皇 學 館 学 園 報平成２9年6月２0日� 第68号　（� ）
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右から、齋藤教授、キエンさん、トゥイーさん、チュオンさん、濵畑
助教。齋藤教授が主に国家試験の日本語を、濵畑助教が日本語全
般にわたって指導した

研
修
先
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で

ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
と

皇
學
館
高
等
学
校

　
平
成
二
十
六
年
・
二
十
七

年
に
三
重
県
、
伊
勢
赤
十
字

病
院
、
田
中
病
院
と
外
国
人

看
護
師
候
補
者
へ
の
日
本
語

教
育
支
援
に
関
す
る
連
携
協

定
を
締
結
し
た
本
学
。
同
協

定
に
基
づ
き
、
本
学
教
育
開

発
セ
ン
タ
ー
で
学
ん
で
き
た

ベ
ト
ナ
ム
人
四
名
の
う
ち
、

フ
ァ
ム
・
ド
ゥ
ッ
ク
・
キ
エ

ン
さ
ん
（
伊
勢
赤
十
字
病

院
）、
グ
エ
ン
・
フ
ォ
ッ
ク
・

チ
ュ
オ
ン
さ
ん
（
田
中
病

院
）、
チ
ャ
ン
・
テ
ィ
・
ト
ゥ

イ
ー
さ
ん（
同
）が
二
月
に
実

施
さ
れ
た
第
一
〇
六
回
看
護

師
国
家
試
験
に
合
格
し
た
。

外
国
人
受
験
生
四
四
七
名
の

う
ち
、
受
か
っ
た
の
は
六
十

五
名
と
い
う
狭
き
門
。
彼
ら

を
支
援
し
て
き
た
本
学
と
し

て
も
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な

っ
た
。

　
平
成
二
十
六
年
九
月
一
日

の
講
義
を
第
一
回
と
し
、
こ

れ
ま
で
二
年
半
に
わ
た
り
毎

週
金
曜
に
一
、
二
時
間
の
講

義
を
受
け
持
っ
て
き
た
濵
畑

靜
香
助
教
は
「『
看
護・介
護

に
お
け
る
日
本
語
教
育
』
は

ま
だ
ま
だ
新
し
い
分
野
だ

が
、
病
院
担
当
者
と
連
絡
を

密
に
し
現
場
の
情
報
を
共
有

し
た
こ
と
で
支
援
に
生
か
す

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
日
本
文
化
」と「
実
践
英
語
」を

両
輪
で
学
べ
る
の
は
皇
學
館
な
ら
で
は

　

上
場
企
業
の
七
割
が
採
用
時
に
参
考
に
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
。
そ
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
で
二
五
〇
点

以
上
の
ス
コ
ア
ア
ッ
プ
に
成
功
し
、
英
語
を
使
う

仕
事
に
就
き
た
い
と
就
職
活
動
に
励
む
塩
崎
幸
さ
ん

（
コ
ミ
ュ
四
年
）に
、効
果
的
な
勉
強
法
や
役
に
立
っ
た

本
学
の
英
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

　
　

英
語
に
興
味
を
持
っ
た

き
っ
か
け
は
？

　
小
学
生
の
頃
か
ら
洋
画
が

好
き
で
、
英
会
話
も
習
っ
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
本
格
的

に
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
思
っ
た
の
は
一
年

次
に
ケ
ン
ト
大
学
で
の
夏
期

英
語
研
修
に
参
加
し
て
か
ら

で
す
。

　
　

外
語
系
大
学
へ
の
進
学

は
考
え
な
か
っ
た
の
で
す

か
？

　
多
彩
な
語
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
揃
っ
て
い
る
こ
と
と
、
実

家
が
社
家
の
た
め
、
皇
學
館

を
志
望
し
ま
し
た
。
今
、
本

当
に
正
し
い
選
択
を
し
た
と

実
感
し
て
い
ま
す
。
と
い
う

の
も
、
海
外
で
現
地
の
人
と

話
す
と
、
必
ず
日
本
の
文
化

や
日
本
人
に
つ
い
て
質
問
さ

れ
ま
す
。
そ
の
点
、
皇
學
館

は
日
本
の
精
神
文
化
や
礼
儀

に
つ
い
て
深
く
学
べ
る
環
境

に
あ
り
、ま
た
、メ
イ
ヨ
ー
先

生
の「Japanese� Culture�

and�History

」
の
授
業
は

細
か
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
学
べ

る
の
で
、
と
て
も
役
立
ち
ま

し
た
。

　
　

海
外
で
ど
ん
な
こ
と
を

質
問
さ
れ
ま
し
た
か
？

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
春
季

語
学
研
修
に
参
加
し
た
際
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら

「
い
た
だ
き
ま
す
」の
意
味
に

つ
い
て
聞
か
れ
、「
命
へ
の
感

謝
を
込
め
た
言
葉
」
だ
と
説

明
し
ま
し
た
。
や
は
り
、
日

本
の
文
化
や
風
習
を
紹
介
す

る
と
き
は
そ
の
成
り
立
ち
や

思
い
も
含
め
て
伝
え
な
い

と
、
浅
い
理
解
に
な
っ
て
し

ま
う
と
思
い
ま
す
。

　
　

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
ス
コ
ア

が
４
５
０
点
か
ら
７
１
０
点

に
ア
ッ
プ
し
た
そ
う
で
す
ね
。

　
大
学
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
対

策
講
座
」
を
受
講
し
て
時
間

配
分
な
ど
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

学
ん
だ
り
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の

先
生
に
積
極
的
に
話
し
か
け

た
り
、
携
帯
に
リ
ス
ニ
ン
グ

や
単
語
ア
プ
リ
を
入
れ
て
隙

間
時
間
を
利
用
し
た
り
と
、

コ
ツ
コ
ツ
勉
強
し
て
き
た
成

果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

ほ
か
に
役
立
っ
た
講

座
、
授
業
は
あ
り
ま
す
か
？

　
ユ
ニ
ク
ロ
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
い
ま
す
が
、
外
国
人

の
お
客
様
が
多
く
「
ビ
ジ
ネ

ス
英
語
」
で
学
ん
だ
こ
と
が

実
践
的
で
と
て
も
役
立
っ
て

い
ま
す
。
周
り
の
人
か
ら
も

頼
り
に
さ
れ
て
、
外
国
の
方

が
来
店
す
る
と
真
っ
先
に
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

英
語
力
を
磨
き
た
い
後

輩
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ

た
め
に
も
、
目
標
を
持
っ
て

取
り
組
む
こ
と
。
私
も
ネ
イ

テ
ィ
ブ
並
に
話
せ
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
勉
強
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

こ
の
春
か
ら
新
た
に
加
わ
っ
た
教
職
員
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

●❶
出
身
地
・
経
歴
等　

●❷
趣
味
・
特
技
等　

●❸
座
右
の
銘　

●❹
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ

皇
學
館
大
学

教
育
学
部
教
育
学
科
教
授

�

大お
お

杉す
ぎ 
成な

り

喜き

❶
滋
賀
県
❖
前
熊
本
大
学
教

育
学
部
准
教
授

❷
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
と
り
わ
け
電
子

工
作
）

❸
高
校
時
の
内
申
書
に
「
磊

落
」と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

❹
五
十
に
し
て
天
命
を
知
る

と
申
し
ま
す
。
優
れ
た
良
い

教
員
の
養
成
が
私
の
使
命
と

感
じ
て
い
ま
す
。

教
育
学
部
教
育
学
科
准
教
授

�

秋あ
き

元も
と 

雅ま
さ

仁ひ
と

❶
兵
庫
県
❖
広
島
大
学
大
学

院
修
了

❷
弓
道
五
段
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

❸
全
て
は
や
る
か
や
ら
な
い

か
。
そ
れ
が
覚
悟
だ
。

❹
伝
統
あ
る
皇
學
館
大
学
に

対
し
、
力
の
限
り
貢
献
し
て

い
く
所
存
で
す
。

現
代
日
本
社
会
学
部

現
代
日
本
社
会
学
科
准
教
授

�

大お
お

井い 

智ち

香か

子こ

❶
愛
知
県
❖
日
本
福
祉
大
学

社
会
福
祉
学
部
、
同
大
学
院

卒
。
元
岐
阜
県
社
会
福
祉
協

議
会
職
員

❷
登
山
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
キ
ン

グ❸
地
球
は
一
つ
。
さ
れ
ど
己

が
棲
む
と
こ
ろ
に
お
い
て
そ

れ
を
捉
え
よ
。（
南
方
熊
楠
の

言
葉
）

❹
ご
縁
を
い
た
だ
き
伊
勢
に

参
り
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

神
職
養
成
部

�

秦は
た

　
昌ま

さ

弘ひ
ろ

❶
三
重
県
❖
皇
學
館
大
学
神

道
学
科
卒
。
前
桑
名
市
博
物

館
長
、
縣
神
社
宮
司

❷
読
書　
❸
温
顔
無
敵

❹
神
職
を
志
す
学
生
諸
君
と

と
も
に
、
神
職
の
あ
り
様
を

改
め
て
求
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

学
生
支
援
部
就
職
担
当

�

一い
ち

路ろ 

侑ゆ
う

杜と

❶
三
重
県
❖
皇
學
館
大
学
現

代
日
本
社
会
学
科
卒

高
等
学
校
教
諭

�
小こ

谷た
に 
杏あ

ん

奈な

❶
三
重
県
❖
同
志
社
女
子
大

学
英
語
英
文
学
科
卒

❷
ピ
ア
ノ
、
球
技
ス
ポ
ー
ツ

❸
笑
う
門
に
は
福
来
る

❹
生
徒
時
代
か
ら
大
好
き
で

あ
る
母
校
に
帰
っ
て
く
る
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
幸
せ
で

す
。

高
等
学
校
常
勤
講
師

�

木き

村む
ら 

元も
と

茂し
げ

❶
三
重
県
❖
名
古
屋
大
学
理

学
部
卒
。
元
県
立
高
等
学
校

教
員

❷
ゴ
ル
フ　

❸
本
気
に
な
る
と
見
え
て
く

る

❹
生
徒
の
皆
さ
ん
の
進
路
希

望
が
実
現
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

高
等
学
校
常
勤
講
師

�

古こ

林ば
や
し 

弓ゆ

槻つ
き

❶
愛
知
県
❖
皇
學
館
大
学
国

史
学
科
卒

❷
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り

❸Stay�hungry,�stay�
foolish

❹
い
ろ
い
ろ
な
事
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

高
等
学
校
常
勤
講
師

�

井い

出で

　
宏ひ

ろ
し

❶
神
奈
川
県
❖
元
神
奈
川
県

立
逗
子
高
等
学
校
教
員

❷
野
球
・
山
ス
キ
ー

❸
為
せ
ば
成
る　
為
さ
ね
ば

な
ら
ぬ
何
事
も　
成
ら
ぬ
は

人
の
為
さ
ぬ
な
り
け
り

❹
由
緒
あ
る
伊
勢
、
皇
學
館

で
教
鞭
を
と
れ
る
縁
を
大
切

に
、
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

高
等
学
校
常
勤
講
師

�

勢せ
い

力り
き

　
稔み

の
る

❶
三
重
県
❖
鳴
門
教
育
大
学

大
学
院
学
校
教
育
研
究
科

卒
。
前
三
重
県
立
宇
治
山
田

商
業
高
校
教
員

❷
映
画
鑑
賞
、
ス
キ
ン
ダ
イ

ビ
ン
グ
、
渓
流
釣
り

❸
人
間
万
事
塞
翁
が
馬

❹
夢
や
希
望
は
、
頻
繁
に
言

葉
に
出
し
続
け
る
こ
と
で
実

現
す
る
。
諦
め
な
い
。

高
等
学
校
常
勤
講
師

�

高た
か

萩は
ぎ 

な
ぎ
さ

❶
三
重
県
❖
カ
ナ
ダ
ブ
リ
テ

ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

Ｅ
Ｌ
Ｉ
修
了
。
元
カ
ナ
ダ
バ

ン
ク
ー
バ
ー
日
本
語
学
校
教

員　❷
海
外
へ
の
一
人
旅
、
映
画

鑑
賞
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

❸W
here�there�is�a�will,�

there�is�a�way.

（
意
志
の
あ
る
所
に
は
方
法

が
あ
る
）

❹
海
外
で
学
ん
で
き
た
事
が

生
徒
た
ち
の
為
に
役
立
て
る

よ
う
、努
力
し
て
参
り
ま
す
。

新
任
教
職
員
紹
介

こ
と
が
で
き
た
」
と
当
事
者

間
の
連
携
の
重
要
性
を
指

摘
。
ま
た
、
彼
ら
が
患
者
さ

ん
と
ス
ム
ー
ズ
に
会
話
で
き

る
よ
う
、
発
音
練
習
に
も
力

を
注
い
だ
と
い
う
。

　
キ
エ
ン
さ
ん
た
ち
三
名
は

「
つ
る（
運
ぶ
）」「
あ
ば
ば
い

（
ま
ぶ
し
い
）」
な
ど
伊
勢
の

方
言
を
学
ん
だ
こ
と
が
印
象

に
残
っ
た
と
話
し
、
今
後
は

で
き
る
だ
け
長
く
日
本
で
働

き
、
応
援
し
て
く
れ
た
人
た

ち
に
恩
返
し
を
し
た
い
と
抱

負
を
熱
く
語
っ
た
。

　
本
学
で
は
こ
れ
か
ら
も
継

続
し
て
支
援
し
、
地
域
貢
献

を
図
り
た
い
。

ベ
ト
ナ
ム
人
三
名
が
看
護
師
試
験
に
合
格

日
本
語
教
育
支
援
で
地
域
貢
献

❷
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
駅

伝
観
戦

❸
臥
薪
嘗
胆

❹
一
日
一
日
を
大
切
に
、
学

生
の
サ
ポ
ー
ト
に
務
め
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

学
生
支
援
部

教
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

�

玉た
ま

丸ま
る 

宏こ
う

二じ

❶
三
重
県
❖
皇
學
館
大
学
国

史
学
科
卒
。
元
公
立
学
校
教

員❷
山
登
り
、ス
キ
ー
、ギ
タ
ー

❸
一
歩
一
歩

❹
第
二
の
人
生
、
学
生
の
夢

の
実
現
に
向
か
っ
て
、
共
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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平成29年度開催のオープン
キャンパス情報は受験生サ
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お気軽にご参加ください。
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「大学祭」
同時開催DAY10/28●土 10：30～

15：30

「学 び」
体験DAY7/16●日
 10：30～15：30

「未 来」
発見DAY8/6●日
 10：30～15：30

「学 校」
見学DAY7/15●土 13：00～

16：00

心と学びを紡ぐ学外・校外活動

ぼつかずに苦戦し
た。そんな私の様子
に、クラスメートの
竹内さんがいち早く
気づき、励ましてく
れた。時には手を取
り、支えてくれた。
　私はこの登山を通
じて、何事も人の支えがあれば、一人ではあきらめてし
まいそうな事も、周りのサポートがあれば、あきらめず
にやり遂げられる事にあらためて気がついた。私も周り
の人を支えていける様に成長していきたい。

支えがあれば、やり遂げられる
朝熊山登山� １ 年Ａ組　大 川 純 菜

　朝、私は小さな不安を抱えながら起きた。小さな不安
とは、私は山登りは楽しみだが、速いペースで登れるか
どうかわからないので、みんなの足を引っぱらないか心
配だったからだ。朝熊駅につくと、不安そうな顔をして
いる人は一人もおらず、むしろ、わくわくしているクラ
スメートの顔を見て、「みんなと共に楽しめばいいんだ」
と、気持ちが軽くなった。
　山登りの道は、途中から予想以上に険しく、足元がお

正式参拝を通じ
目指すべき世界、姿を実感

神道学専攻科　関 �口 �　誠
　私達神道学専攻科３７期生は、平成２９年 ５ 月２８日、松本
教授の引率で、三重県多度大社、岐阜県南宮大社の正式
参拝、岐阜県養老公園を見学した。
　当日は、五
月晴れの好天
に恵まれ、午
前 ８時２０分に
記念講堂前を
出発した。
　最初に訪問
した多度大社
は、御祭神の
天津彦根命が
天照大神の御子神であることから、伊勢神宮との関係が
深い御社である。緑濃い多度山麓での正式参拝は、緊張
と静寂に包まれ、厳かに行われた。その後、室内で平野
禰宜から７００年続く伝統行事「上げ馬神事」が、存続の危
機に瀕しているとご説明いただいた。「無理に人馬を坂上
に上げている」のは動物虐待であるとか、馬と見物客と
の距離が近いので危険であるという指摘があり、これに
対して平野禰宜は、「いつの時代にも違った考え方はある
が、永年受け継がれてきた伝統の本筋は、残すことを相
手に理解してもらうまで説明し、次の世代に引き継いで
いく」とのお言葉に、伝統の世界に生きる人間の矜持と
覚悟を感じ、大変感銘を受けた。
　午後は南宮大社を訪問した。御祭神の金山彦命は、金
属、鉱山に関係深い神様で、社殿内には氏子から奉納さ
れた金属製品が沢山飾られていた。正式参拝は社殿内で
行われ、荘厳な世界を実感し、改めて今の立場での一層
の精進を痛感し、大変勉強になった。
　その後、宇都宮宮司のお話を承り、最後に当社保有の
壱千年前の駅鈴の音色を拝聴させて頂き、心が洗われる
思いだった。
　最後に、養老改元（７１７年）、１３００年の慶事に湧く養老公
園に入り、養老の滝を見学した。帰路の車内で松本教授

大学フィールドワーク

中学校自然体験学習 4月28日金

ャップを使ったワークショップが行われており、学習者
参加型の教育を見ることができた。また、見学者が絵を
描き他の人の絵と並べて一つの作品を作る体験もした。
ミュージアムには現地の教員が開発した教材も展示さ
れ、シンガポールの教育活動に触れることができ貴重な
経験を得ることができた。
　私はこのフィールドワークを通して英語が話せること
の大切さや現地の教育活動の様子を感じるよい経験を得
た。私たちのゼミにとって非常に実りある研修となった。

は「今回、初めて正式参拝を経験した人もいるでしょう。
実際の正式参拝を行ったことの意味、そして、その経験
を生かして、どんな勉強をしていくか、又、頂いた由緒
書などを読んで、今日のことをよく復習してください」
とご指導いただいた。
　緊張と静寂、そして、荘厳かつ優美な正式参拝、多度
大社平野禰宜の伝統を守るための強い決意、南宮大社宇
都宮宮司の幅広く奥深い歴史のご講話、今、神社界でご
活躍されておられる方々のお姿は、私達にとって、憧憬
の世界であり、目指すべき世界であることを、強く実感
することのできた一日だった。

平成２８年度フィールドワーク日程一覧
学部 引率教員 行 き 先 日　程
国　内
文 木村　徳宏 石川・富山 ３ /２１㈫〜 ３ /２４㈮

教育

小孫　康平 沖縄 ３ / ６ ㈪〜 ３ / ９ ㈭
中松　　豊 東京（小笠原諸島） ３ / ５ ㈰〜 ３ /１２㈰
深草　正博 沖縄（石垣島） ３ / ７ ㈫〜 ３ /１０㈮
井上　兼一
渡邊　　毅 九州（鹿児島・大分） ２ /２６㈰〜 ３ / ２ ㈭

中條　敦仁 北海道 ２ /２７㈪〜 ３ / ２ ㈭
山本　智子 東京・横浜 ３ / ７ ㈫〜 ３ /１０㈮

現日

鵜沼　憲晴 三重県内 ３ / ６ ㈪〜 ３ / ８ ㈬
新田　　均
遠藤　　司 東京 ２ /１９㈰〜 ２ /２２㈬

山路　克文 長崎 ２ /２０㈪〜 ２ /２３㈭
灰谷　和代 九州（熊本・長崎） ２ /２４㈮〜 ２ /２７㈪

海　外

教育

小木曽一之
加藤茂外次
片山　靖富
杉野　裕子

イタリア・ミラノ ３ / ５ ㈰〜 ３ / ９ ㈭

豊住　　誠
吉田　直樹
吉田　明弘
野々垣明子
小幡　章子

シンガポール ３ / ４ ㈯〜 ３ / ８ ㈬

駒田　聡子
梶　　美保
高橋摩衣子

フィリピン・セブ島 ３ / ６ ㈪〜 ３ /１０㈮

叶　　俊文
中村　哲夫
市田　敏之

グアム ３ / ５ ㈰〜 ３ / ９ ㈭

渡邉　賢二
元塚　敏彦 グアム ３ / ４ ㈯〜 ３ / ８ ㈬

佐藤　武尊
（他大学合同実施） オーストラリア ２ /２７㈪〜 ３ / ５ ㈰

現日
笠原　正嗣
榎本　悠孝
関根　　薫

グアム ２ /２３㈭〜 ２ /２７㈪

山頂近くの展望台にて青い海をバックに記念写真

グローバルな視点を学ぶことができた5日間

正式参拝等を通じて神職としての使命感を学んだ

縦割り班で新入生も先輩たちと仲良く昼食
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心と学びを紡ぐ学外・校外活動
フィールドワーク・遠足・自然体験学習報告
大学・高等学校・中学校においてフィールドワーク及び遠足、自然体験学習が実施された。
　 自分の目と耳と足を使って得た学びはより深い実感を伴って体にしみ込み、
　　 今後に生きるというもの。以下に学生・生徒の感想を紹介する。

「受験」を忘れ、楽しく過ごす
ナガシマスパーランド� ３ 年 ７ 組　鈴 木 優 花

　この遠足は ３年生になって初めての行事だったので、
皆はとても楽しみにしていました。しかし高校生活最後
の遠足でもあったので、楽しみだけでなく、同時に寂し
さもありました。でも、ナガシマスパーランドに向かう
バスの車内ではどのグループでも何のアトラクションに
乗るか相談したり、楽しくおしゃべりをしたりして盛り
上がっていたので、あっという間に到着しました。園内
に入って私たちのグループは次々とアトラクションの乗
り物に乗っていきました。風が強い日だったので動いて
いないアトラクションが多く残念でしたが、園内で出会
った他のグループの人たちとフードコートで面白かった
アトラクションを教え合ったりして楽しく過ごしました。
　帰りのバスの車内で一日を振り返ってみて思ったこと
は、今日だけは自分が受験生だということを忘れて楽し
むことができたということでした。明日からは気持ちを
切り替えて受験生としての自覚を持って、充実した生活
を送りたいと思います。

自身の知識・経験値が
教育活動に影響すると実感
中松ゼミ � 教育学科 4年　河 俣 美 希
　私たち生物学ゼミは、 ３月 ５日から１２日にかけ、小笠
原諸島・父島を訪れた。小笠原諸島は東京都に属してい
るが、本州から約１０００km離れたその地には多くの固有種
が生息している。小笠原諸島は固有種の割合の高さや自
然の豊かさから、２０１１年に世界自然遺産に登録された。
しかし現在、小笠原諸島の生物には絶滅の危機に瀕して
いるものも多く存在する。私たちは、豊かな自然を体感
すると同時に、小笠原の生物を守る活動の実態を知り、

外国のような景色に感動
志摩スペイン村� ２ 年 ７ 組　長谷川 千紘

　どこまでも続く青空、暖かな陽に照らされた園内はキ
ラキラと輝き、チューリップが咲き乱れていました。そ
んな街並みを歩いていると日本を離れ、まるでヨーロッ
パを訪れているような感覚になりました。私は絶叫系の
乗り物が苦手ですが、友人に誘われ思い切って乗ってみ
ました。一瞬ふわりと体が浮き、まさに「絶叫」してし
まいました。何度も何度も叫び、よいストレス発散にな
り、バイキングは私のお気に入りのアトラクションにな
りました。
　高校に入学し今まで関わってきた友人たち。実は写真
を撮るのがとても上手だということや、絶叫系の乗り物
が好きだったということなど新たな一面を知ることがで
き、今まで以上に仲良くなることができました。帰りの
集合時間が近づくにつれ、もう少しここで過ごす時間が
欲しいと思いました。だから今度はぜひ、違う季節に家
族や友だちと訪れたいと思います。初めて行った志摩ス
ペイン村への遠足は大満足なものとなりました!

現地の教育活動に刺激を受ける
野々垣ゼミ � 教育学科 4年　中屋 こむぎ

　私たちは ３月 4日から ３月 ８日にかけて ５つのゼミと
合同でフィールドワークのためシンガポールを訪れた。
シンガポールの国土の東西の長さは約4２.１９５キロメート
ルで、フルマラソンの距離と同じといわれている。現地
のガイドさんからシンガポールにマーライオンが ７匹い
ると聞いたときは非常に驚いた。
　フィールドワークの目的は、国際都市であるシンガポ
ールを訪れ、多文化社会のあり方について直接触れるこ
とだ。私が特に多文化を感じたのは人々の服装と食事で
あった。シンガポールは、多国籍国家のためインド・中
国・マレー系の多彩で特徴的な街があり、食事や服装も
様々で、街にはインドの民族衣装のサリーやチャイナ服
などを着用している人がいた。また、食事の種類も様々
で、有名なチキンライス、エスニック料理や中華料理な
どがあった。特に、ラクサというココナッツミルクをベ
ースにしたスープ料理は独特の甘さがあり、食文化の違
いを肌で感じることができた。しかし、異国といっても
味噌汁やすしが食べられるなど日本を感じられるところ
もあり、非常に安心感が得られた。
　ゼミではアートミュージアムも見学した。ラーニング
ギャラリーでは現地の小学生を対象としたシャンプーキ

世界に一つだけの作品が完成
信楽陶芸村� １ 年１０組　小 林 涼 花

　高校生になって初めてのイベントである遠足の行き先
は「信楽」でした。それを聞いた時、あまり楽しみだと
は思えなかったのですが、今考えてみると、体験を通し
て陶芸の魅力を知り、また仲間の輪を広げることもでき
たのでとても意味のあるものだと感じられます。
　私は陶芸をするのが初めてで、上手くできるか不安で
したが形は関係ないということを実感しました。なぜな
ら、形や大きさは様々で正解はなく、どんな形であって
もそれは作った人の持つ個性の輝き方が違うからです。
それに、その人にしか生み出すことのできない味を出せ
るところが陶芸の魅力ではないのかと私は思いました。
　今回の遠足を通して、陶芸の魅力を学ぶだけでなく、
互いの作品を評価し合うことで仲間の輪を広げることも
できました。世界に一つだけの作品の完成がとても楽し
みです。

高等学校春の遠足 4月19日水

大学フィールドワーク
それらを今後のゼミ活動や教壇に立つときの糧とするこ
とを目的としてこのフィールドワークに臨んだ。
　滞在中、私たちは登山やホエールウォッチング、南島
への上陸などをして、小笠原の自然を体感した。また、
オガサワラオオコウモリなどの調査を行っている小笠原
自然文化研究所と、カタマイマイなどの調査を行ってい
る自然環境研究センターという、小笠原の固有種・希少
種の調査を行っている研究所の方々と交流させていただ
き、取り組み内容や実態を聞かせていただいた。研究所
の方々は、小笠原の人々が現状を知り、自分たちの手で
小笠原の自然を守ろうという意識や行動が大切であると
口を揃えて仰っていた。そのために、講演会を開いたり、
地元の小学校に赴いたり、地域の人と一緒に保護活動を
することで理解を図ろうと活動されていることを教えて
いただいた。
　小笠原でのフィールドワークを通して、実際に見て、
聞いて、触れて、知るという取り組みは非常に重要な体
験であることを改めて知ることができた。そして、実際
に活動をしている方々から直接話を聞くことができると
いう、本当に貴重な体験をさせていただいた。私たちの
ゼミ活動の一環である出前授業においても、さらに私た
ちが教員となり、授業をするにあたっても同じことが言
えるのではないかと思う。教員の知識や経験値は児童や
生徒、さらには保護者に大きな影響を与える。ゼミ活動
や将来の活動で今回の経験を生かしていきたい。

自分の作品を前に記念撮影
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ち
。

　

在
校
生
を
代
表
し
て
落
合
慶
亮
君（
三
年
）が
歓
迎
の
言
葉
を
か

け
る
と
、
新
入
生
を
代
表
し
て
奥
田
拓
海
君
が
「
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と
初
々
し
く
挨
拶
の
言
葉
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
恒

例
の
「
こ
の
先
生
は
誰
だ
？
」
ク
イ
ズ
が
始
ま
る
と
、
校
友
会
本

部
役
員
に
よ
る
先
生
の
モ
ノ
マ
ネ
に
会
場
は
笑
い
と
和
や
か
な
空

気
に
包
ま
れ
た
。
以
下
に
新
入
生
の
言
葉
を
紹
介
す
る
。

　
私
は
、
皇
學
館
中
学
校
に
入
学

し
て
不
安
に
感
じ
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
同
じ
小
学

校
出
身
の
友
だ
ち
が
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
最
初
は
、

友
だ
ち
や
学
校
の
こ
と
が
何
も
わ

か
ら
な
い
こ
と
に
す
ご
く
不
安

で
、
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
友
だ
ち
は
す
ぐ
に
で
き
、
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
期
間
で
学
校

の
こ
と
も
少
し
ず
つ
わ
か
っ
て
き

た
の
で
、
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
小
学
校
と
違
い
、
中
学
校
に
な

る
と
教
科
や
授
業
の
時
間
も
増

え
、
勉
強
も
難
し
く
な
り
、
大
変

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
教
科
書
が

増
え
た
こ
と
で
カ
バ
ン
も
重
た
く

な
り
ま
し
た
。

　
今
で
は
日
を
追
う
ご
と
に
友
だ

ち
も
増
え
、
う
れ
し
く
て
安
心
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
中
学
校
の
生

活
が
始
ま
り
ま
す
。
初
め
は
慣
れ

な
く
て
大
変
だ
と
思
う
け
れ
ど
、

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

四
月
二
十
三
日
に
伊
勢
市
で
開
催
さ
れ
た
第
三
十
三
回
三
重
リ

レ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
に
お
い
て
、
本
校
二
年
の
藤
田
晃
輝
君
が
「
中

学
男
子
走
り
幅
跳
び
」
で
第
一
位
を
獲
得
し
た
。
藤
田
君
は
小
学

六
年
の
時
に
も
「
八
〇
ｍ
ハ
ー
ド
ル
」
で
全
国
二
位
に
輝
い
た
陸

上
界
の
ホ
ー
プ
。
今
後
の
活
躍
に
注
目
だ
。

　
僕
は
試
合
前
日
ま
で
と
て
も
ド

キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
試

合
は
今
シ
ー
ズ
ン
最
初
の
試
合
で

県
大
会
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
三
年

生
も
い
る
の
で
入
賞
で
き
た
ら
い

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

思
い
通
り
の
動
き
を
す
る
こ
と
が

で
き
、
昨
シ
ー
ズ
ン
の
自
己
ベ
ス

ト
を
大
幅
に
更
新
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
冬
に
た
く

さ
ん
練
習
を
頑
張
っ
て
き
た
か
ら

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
目
標
と
し

て
い
た
六
メ
ー
ト
ル
ま
で
あ
と
五

セ
ン
チ
と
い
う
記
録
に
迫
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。「
努
力
は
嘘
を
つ

か
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
試
合
で
と
て
も
自
信
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
の

ま
ま
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
今
年
も
全

国
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。
そ
し
て

メ
ダ
ル
を
獲
り
ま
す
。

保
護
者
会
総
会
開
催
さ
れ
る

　
五
月
十
三
日
、
新
緑
の
風
薫

る
午
後
、
平
成
二
十
九
年
度
の

保
護
者
会
総
会
、
後
援
会
総
会

が
中
学
校
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
を

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
、
多
数

の
保
護
者
に
参
加
い
た
だ
い

た
。
高
校
は
午
前
中
に
公
開
授

業
を
実
施
し
、
そ
れ
に
引
き
続

い
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
各
総
会
と
も
平
成
二
十
八
年

度
旧
会
長
、
上
村
桂
一
校
長
、

山
口
建
史
常
務
理
事
か
ら
の
挨

拶
の
あ
と
平
成
二
十
八
年
度
事

業
・
決
算
報
告
か
ら
審
議
が
進

め
ら
れ
た
。
司
会
は
中
学
が
井

上
貴
子
役
員
、
高
校
は
黒
田
健

役
員
が
担
当
し
た
。
役
員
改
選

後
、
新
役
員
が
紹
介
さ
れ
、
平

成
二
十
九
年
度
の
事
業
計
画
・

予
算
案
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

議
案
は
す
べ
て
賛
成
多
数
に
よ

り
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ

る
資
料
映
像
を
も
と
に
、
中
高

生
徒
た
ち
の
日
々
の
活
躍
ぶ
り

が
小
林
誠
治
教
務
部
長
、
中
川

幸
洋
教
頭
よ
り
保
護
者
に
紹
介

さ
れ
た
。
総
会
の
最
後
に
は
、

中
川
幸
洋
教
頭
か
ら
高
校
の
新

任
教
職
員
が
紹
介
さ
れ
、
代
表

し
て
木
村
元
茂
学
監
よ
り
挨
拶

が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
皇
學
館
大
学
倉
陵
会

館
に
会
場
を
移
し
、
保
護
者
・

教
職
員
の
懇
談
、
交
流
の
機
会

と
し
て
恒
例
の
合
同
懇
親
会
の

場
が
設
け
ら
れ
た
。
保
護
者
会

新
会
長
の
中
村
孝
史
氏
に
よ
る

挨
拶
後
、
中
学
校
保
護
者
新
会

長
の
德
田
玲
子
氏
が
乾
杯
の
音

頭
を
と
る
と
、
会
場
は
す
ぐ
に

和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

た
。
参
加
者
は
飲
み
物
を
手
に

テ
ー
ブ
ル
に
並
ん
だ
料
理
を
味

わ
い
つ
つ
、
和
気
藹
々
と
歓
談

の
時
間
を
楽
し
ん
だ
。
最
後
は

高
校
後
援
会
新
会
長
の
谷
本
保

明
氏
の
一
丁
締
め
で
会
を
閉
じ

た
。

生
で
校
友
会
総
務
委
員
長
を
務
め

る
山
本
瑠
香
さ
ん
は
「
早
く
皇
學

館
高
校
で
の
生
活
に
慣
れ
、
皇
高

生
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
、
勉

強
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」
と
の
言
葉
で
新
入
生
を
激

励
し
た
。

　
そ
の
後
、
新
入
生
は
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
。
ま
ず
は
体
育
館

で
、
皇
學
館
と
神
宮
の
関
わ
り
や

参
拝
の
心
得
、作
法
を
学
ん
だ
後
、

バ
ス
で
神
宮
へ
出
発
。桜
舞
う
中
、

入
学
の
奉
告
を
し
た
。

わ
か
ら
な
い
と
き
は
一
生
懸
命
英

語
で
説
明
し
て
く
れ
ま
す
」
と
ブ

リ
ジ
ッ
ト
さ
ん
。
伊
勢
神
宮
に
も

参
拝
し
た
そ
う
で
、「
と
て
も
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
で
静
か
な
空
間
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
」
と
印
象
を
語

る
。

　
将
来
は
外
交
官
を
め
ざ
し
て
お

り
、
帰
国
後
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
歴
代
首
相
や
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

者
を
多
数
輩
出
し
て
い
る
名
門
・

シ
ド
ニ
ー
大
学
へ
の
進
学
が
決
ま

っ
て
い
る
。

　
本
校
で
学
び
、
感
じ
た
こ
と
を

生
か
し
、
ぜ
ひ
夢
を
か
な
え
て
ほ

し
い
。

遠足を楽しむブリジットさん。好きな日本食は「焼肉とお好み焼きとコロッケ」、ホスト
ファミリー宅ではバラエティー番組をよく見るそうだ

会場となった中学校セミナーホール

先生のモノマネをする校友会本部役員

代表で挨拶をする川高さん

制服にも慣れた様子

手
応
え
を
つ
か
ん
だ
と
い
う
藤
田
君

挨
拶
に
立
つ
高
校
保
護
者
会�

新
会
長
の
中
村
孝
史
氏
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高
等
学
校
・
中
学
校

人

事

異

動

平
成
29
年
4
月
１
日
付
●〔
〕内
は
旧
職

酒
米「
神
の
穂
」を
田
植
え

産
学
官
連
携
日
本
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
米
、
水
、
造
り
手
す
べ
て
“
地

元
”
に
こ
だ
わ
っ
た
産
学
官
連
携

に
よ
る
日
本
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
本
学
、明
和
町
、農
事
組
合
法
人

松
幸
農
産
、
旭
酒
造
株
式
会
社
、

株
式
会
社
伊
勢
萬
）
が
二
年
目
を

迎
え
、
五
月
十
三
日
、
明
和
町
前

野
の
水
田
に
て
田
植
え
を
行
っ
た
。

　
こ
の
日
は
朝
か
ら

あ
い
に
く
の
大
雨
。
本
学
祭
式
研

究
部
に
よ
る
御
田
植
祭
は
水
田
脇

の
ハ
ウ
ス
内
に
て
執
り
行
わ
れ
、

参
列
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者

一
同
、
豊
作
を
祈
願
し
た
。
実
施

が
危
ぶ
ま
れ
る
ほ
ど
強
か
っ
た
雨

脚
も
皆
の
祈
り
が
通
じ
た
の
か
神

事
の
終
了
と
同
時
に
ぴ
た
り
と
止

み
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る

学
生
十
名
と
教
員
は
雅
楽
部
が
奏

で
る
流
麗
な
音
色
を
聴
き
な
が

ら
、
三
反
の
水
田
に
酒
米
「
神
の

半
田
美
永
特
別
教
授
が

『
近
代
作
家
の
基
層

　

文
学
の〈
生
成
〉と〈
再
生
〉・
序
説
』上
梓

　
半
田
美
永
特
別
教
授
が
『
近

代
作
家
の
基
層
文
学
の〈
生

成
〉と〈
再
生
〉・
序
説
』を
和
泉

書
院
よ
り
刊
行
し
た
。

　
佐
藤
春
夫
、
森
鷗
外
、
丹
羽

文
雄
な
ど
近
代
文
学
作
家
と
作

品
に
つ
い
て
、〈
蘇
生
す
る
力
〉

を
軸
に
論
考
を
ま
と
め
た
も

の
。
同
書
の
中
で
半
田
教
授
は

「
私
に
と
っ
て
文
学
と
は
、人
間

を
培
う
学
問
で
あ
る
。
そ
こ
は

穏お
だ

し
き
世
界
な
ど
で
は
な
く
、

異
質
な
個
と
個
と
が
ぶ
つ
か
り

合
う
実
存
の
世
界
で
あ
り
、
そ

こ
を
、
い
か
に
再
生
の
場
と
す

る
か
と
い
う
、
そ
の
実
例
を
、

作
品
を
通
し
て
探
る
こ
と
に
関

心
が
あ
っ
た
」と
述
べ
て
い
る
。

　
ほ
か
、「
作
家
の
跫あ

し
お
と

」と
し
て

正
岡
子
規
や
佐
藤
春
夫
、
阪
中

正
夫
等
文
人
た
ち
に
ま
つ
わ
る

評
論
・
エ
ッ
セ
イ
、
熊
野
・
伊

勢
を
舞
台
に
し
た
紀
行
・
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
・
講
演
録
な
ど
も
収

録
さ
れ
て
い
る
。

　
Ａ
５
判
・
四
〇
八
頁
。
五
四

〇
〇
円（
定
価
・
税
込
）。
問
合

せ
は
和
泉
書
院
☎
０
６
・
６
７

７
１
・
１
４
６
７
ま
で
。

三
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
果
報
告

平
成
二
十
八
年
度
お
か
げ
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
本
学
で
は
教
員
・
学
生
が

主
体
と
な
り
地
域
団
体
や
自

治
体
等
と
協
働
で
取
り
組
ん

で
い
る
活
動
や
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
活
動
を

「
お
か
げ
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
積
極
的

に
支
援
し
て
い
る
。
関
わ
る

分
野
は
歴
史
・
伝
統
文
化
・

異
文
化
、子
ど
も
・
子
育
て
・

教
育
・
生
涯
、健
康
・
福
祉
、

地
域
づ
く
り
・
公
共
・
環
境
、

人
材
育
成
等
と
多
岐
に
わ
た

る
。
昨
年
度
は
三
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
進
め
ら
れ
、
成
果
を

報
告
し
た
。

【「
伊
勢
志
摩
百
物
語
〜
不

思
議
な
巌
と
岩
の
世
界
〜
」

の
編
集
・
刊
行
】
神
道
学
科

の
学
生
を
中
心
に
伊
勢
志
摩

地
域
の
名
所
や
旧
跡
、自
然・

文
化
資
産
の
魅
力
を
明
ら
か

に
し
、
広
く
発
信
し
よ
う
と

結
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
は
「
伊

勢
志
摩
百
物
語
〜
不
思
議
な

巖
と
石
の
世
界
〜
」
二
千
部

を
刊
行
。
学
生
自
ら

現
地
調
査
を
し
、
著

名
な
岩
や
忘
れ
去
ら

れ
た
岩
、
こ
れ
か
ら

知
っ
て
ほ
し
い
岩
を

取
り
上
げ
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
内
容
と
し
た
。

【
三
重
県
内
の
小
学

校
に
お
け
る
理
科
の

出
前
講
座
】
県
内
の
小
学
校

三
校
で
昆
虫
を
使
っ
た
理
科

の
出
前
講
座
を
実
施
し
た
の

は
教
育
学
科
生
物
学
ゼ
ミ
の

チ
ー
ム
。
学
生
が
講
師
と
な

り
、
実
験
・
観
察
を
含
む
一

ク
ラ
ス
九
十
分
の
内
容
で
、

い
ず
れ
の
学
校
か
ら
も
ま
た

行
っ
て
ほ
し
い
と
の
要
請
が

あ
る
な
ど
高
く
評
価
さ
れ
た
。

【
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
タ
ウ
ン

伊
勢
】
本
紙
六
十
五
号
で
取

り
上
げ
た
「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
タ
ウ
ン
伊
勢
」
は
国
文
学

科
生
が
主
軸
と
な
っ
て
活
動

し
て
お
り
、
平
成
二
十
八
年

度
は
「
伊
勢
河
崎
商
人
館
」

「
伊
勢
う
ど
ん
」「
伊
勢
春
慶
」

「
萬
金
丹
」「
伊
勢
市
立
図
書

館
」
の
五
項
目
に
つ
い
て
ウ

ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の
情
報
を
更

新
し
た
。

海
外
勤
務
の
現
場
を
体
感

平
成
二
十
八
年
度
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告

（
中
国
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
第
三
銀
行
の
ご
協
力
に
よ

り
、
三
月
六
日
か
ら
十
日
に

か
け
て
中
国（
上
海
・
蘇
州
）

に
て
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ（
中
国
プ
ロ
グ
ラ
ム
）が
実

施
さ
れ
、
二
名
の
学
生
が
参

加
し
た
。

　
十
二
月
八
日
に
第
三
銀
行

の
方
か
ら
事
前
指
導
と
し

て
、
日
本
と
中
国
の
経
済
情

勢
や
異
文
化
の
中
で
働
く
こ

と
、
海
外
の
方
と
付
き
合
い

な
が
ら
働
く
こ
と
の
意
義
や

必
要
性
に
つ
い
て
講
義
い
た

だ
き
、
さ
ら
に
、
海
外
で
の

生
活
や
習
慣
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。

　
研
修
中
は
第
三
銀
行
の
駐

在
員
の
方
に
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、

日
系
企
業
三
社
を

訪
問
。
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
通
じ
て

日
系
企
業
が
異
国

で
展
開
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
の
現
場
を
体

感
し
た
。
学
生
は

業
務
だ
け
で
な

く
、
海
外
で
働
く

こ
と
全
般
に
つ
い

て
の
話
も
聞
く
こ

 

重
任 

皇
學
館
大
学
学
長�

清
水　
　
潔

 

採
用 

教
育
学
部
教
授�

大
杉　
成
喜

教
育
学
部
准
教
授�

秋
元　
雅
仁

現
代
日
本
社
会
学
部
准
教
授

�

大
井
智
香
子

 

任
用
更
新 

文
学
部
教
授（
特
別
教
授
）

�

白
山
芳
太
郎

文
学
部
教
授（
特
別
教
授
）

�

上
野　
秀
治

文
学
部
教
授（
特
別
教
授
）

�

半
田　
美
永

大
学
院
文
学
研
究
科
教
授

（
特
別
教
授
）�

櫻
井　
治
男

大
学
院
文
学
研
究
科
教
授

（
特
命
教
授
）�

毛
利　
正
守

教
育
学
部
教
授（
特
命
教
授
）

�

深
草　
正
博

現
代
日
本
社
会
学
部
教
授

（
特
命
教
授
）�

岸
川　
政
之

教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
助
教

�

濵
畑　
靜
香

 

配
置
換

学
校
法
人
皇
學
館
監
査
室
室
長

�

前
田　
和
宏

〔
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
事
務
部
長
〕

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
事
務
長

�

浅
井　
誠
司

〔
学
生
支
援
部
入
試
担
当
課
長
〕

企
画
部
主
事�

岡
村　
知
哉

〔
学
生
支
援
部
主
事
〕

学
生
支
援
部
事
務
嘱
託

�

鈴
木　
千
浩

〔
企
画
部
事
務
嘱
託
〕

 

職
種
変
更 

総
務
部
主
事�

藤
田　
　
翼

〔
総
務
部
情
報
処
理
技
術
者
〕

 

役
職 

学
長�

清
水　
　
潔

副
学
長�

河
野　
　
訓

文
学
部
長�

岡
野　
友
彦

教
育
学
部
長�

中
村　
哲
夫

現
代
日
本
社
会
学
部
長

�
新
田　
　
均

学
生
部
長�
橋
本　
雅
之

附
属
図
書
館
館
長�

小
木
曽
一
之

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
長

�

大
島　
信
生

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
長

�

大
島　
信
生

教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
長

�

齋
藤　
　
平

神
道
学
科
主
任�

松
本　
　
丘

国
文
学
科
主
任�

中
川　
照
将

 

昇
格 

教
育
学
部
教
授�

杉
野　
裕
子

〔
教
育
学
部
准
教
授
〕

 
配
置
換 

文
学
部
准
教
授�

遠
藤　
慶
太

〔
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
准
教
授
〕

 

採
用 

神
職
養
成
部
部
長�
秦　
　
昌
弘

学
生
支
援
部
書
記
補

�

一
路　
侑
杜

学
生
支
援
部
教
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
事
務
嘱
託
）�

玉
丸　
宏
二

財
務
部
技
術
嘱
託�

河
村　
道
人

 

昇
格

学
生
支
援
部
入
試
担
当
課
長

�

北
村　
典
子

〔
学
生
支
援
部
主
幹
〕

企
画
部
主
事�

奥
知　
　
裕

〔
企
画
部
主
査
〕

企
画
部
主
査�

梅
川　
紗
綾

〔
企
画
部
書
記
〕

学
生
支
援
部
主
査�

程
野　
晶
子

〔
学
生
支
援
部
書
記
〕

国
史
学
科
主
任�

松
浦　
光
修

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
主
任

�

豊
住　
　
誠

教
育
学
科
主
任�

吉
田　
直
樹

現
代
日
本
社
会
学
科
主
任

�

富
永　
　
健

学
長
補
佐�

田
浦　
雅
徳

学
長
補
佐�

中
松　
　
豊

学
長
補
佐�

菅
野　
覚
明

 

採
用 

皇
學
館
高
等
学
校
教
諭

�

小
谷　
杏
奈

皇
學
館
高
等
学
校
常
勤
講
師

�

木
村　
元
茂

皇
學
館
高
等
学
校
常
勤
講
師

�

古
林　
弓
槻

皇
學
館
高
等
学
校
常
勤
講
師

�

井
出　
　
宏

皇
學
館
高
等
学
校
常
勤
講
師

�

勢
力　
　
稔

皇
學
館
高
等
学
校
常
勤
講
師

�

高
萩
な
ぎ
さ

 

昇
格 

皇
學
館
高
等
学
校
教
頭

�

中
川　
幸
洋

〔
高
等
学
校
教
諭
〕

皇
學
館
高
等
学
校
教
諭

�

大
西　
正
紀

〔
高
等
学
校
常
勤
講
師
〕

皇
學
館
高
等
学
校
養
護
教
諭

�
中
村　
浩
菜

〔
高
等
学
校
養
護
助
教
諭
〕

皇
學
館
高
等
学
校
教
諭

�

前
川　
航
希

〔
高
等
学
校
常
勤
講
師
〕

 

配
置
換 

皇
學
館
高
等
学
校
教
諭

�

平
賀　
活
行

〔
皇
學
館
中
学
校
教
諭
〕

皇
學
館
高
等
学
校
教
諭

�

奥
村　
　
裕

〔
皇
學
館
中
学
校
教
諭
〕

皇
學
館
中
学
校
教
諭

�

馬
場　
裕
一

〔
皇
學
館
高
等
学
校
教
諭
〕

穂
」
を
丁
寧
に
植
え
て
い
っ
た
。

　
順
調
に
い
け
ば
、
稲
刈
り
は
九

月
二
日
に
行
う
予
定
。
約
二
千
三

百
本
の
生
産
を
予
定
し
て
い
る
。

　
な
お
、
初
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
完
成
し
た
酒
は「
斎さ

い

王お
う

」、「
御み

裳も

濯す
そ

川が
わ

」と
し
て
各
三
千
円（
数
量

限
定
）で
販
売
し
て
い
る
。問
合
せ

は
皇
學
館
サ
ー
ビ
ス
㈱
☎
０
５
９

６
・
２
２
・
８
５
６
１
ま
で
。

と
が
で
き
、
大
い
に
刺
激
と

な
っ
た
。
以
下
に
学
生
の
声

を
紹
介
す
る
。

◦
日
本
に
い
る
だ
け
で
は
気

付
か
な
い
こ
と
ば
か
り
で

あ
っ
た
。

◦
普
段
か
ら
物
事
を
深
く
考

え
て
い
な
い
と
、
き
ち
ん

と
言
葉
で
説
明
で
き
な
い

と
感
じ
た
。

◦
ど
の
方
も
小
さ
な
疑
問
か

ら
物
事
を
調
べ
、
理
解
に

努
め
る
な
ど
、
社
会
人
の

方
の
仕
事
に
取
り
組
む
姿

勢
、
本
質
に
向
き
合
う
姿

が
印
象
に
残
っ
た
。

◦
主
体
的
に
行
動
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。

◦
日
本
人
の
謙
虚
で
心
配
り

が
で
き
る
美
徳
を
忘
れ
ず

に
働
く
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
た
。

好評を博した理科の出前授業

上／豊作を願って執り行われた神事
下／慣れない手つきながら、一つひと
つ丁寧に田植えをする学生

「受け身ではいけないと感じた」と参加者の感想
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合　計
559人

教員（幼）・保育士
36人
＊2

教員（小中高）
158人
＊1

公務員
38人

福祉
21人

企業・団体
300人

神社
46人

Meets サイト

学生たちのムービーはもちろん、

キャンパスライフで出会う、

人・学び・発見など、情報が満載です！

学
生

た

ちの Special Movie 大公
開！

伊
勢
志
摩
で
出
会
う
。

地
域
を
学
び
、つ
な
が
る
学
生
た
ち
と
。

こ
の
土
地
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
人
た
ち
と
。

知
ら
な
か
っ
た
素
敵
な
風
景
と
。

そ
し
て
、そ
の
一
つ
ひ
と
つ
が
、

好
奇
心
や
想
像
力
を
刺
激
し
て
く
れ
る
。

未
来
の
自
分
と
の
出
会
い
に
、

つ
な
が
っ
て
い
る
。

未
来
の
わ
た
し
に

会
い
に
い
こ
う
。

神
社
関
係

希
望
者
全
員
が
奉
職

公
務
員
関
係

前
年
よ
り
十
名
増

就
活
は
早
め
に

�

就
職
・
採
用
活
動
時
期
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

一
般
企
業
関
係

十
月
末
時
点
で

前
年
度
就
職
者
数
に
到
達

教
職
関
係

三
重
県
小
学
校
・
合
格
者

占
有
率
は
県
内
ト
ッ
プ

編
集
後
記

　

新
渡
戸
稲
造
は
東
大
の
入
学
試

験
で「
な
ぜ
英
文
学
を
学
ぶ
の
か
」

と
面
接
官
に
問
わ
れ
、「
我
、
太
平

洋
の
橋
と
な
ら
ん
」
と
答
え
た
と

い
い
ま
す
。
彼
が
英
語
で
著
し
た

『BU
SH
ID
O
�:�The�Soul�of�

Japan
』
は
、
日
本
人
の
精
神
性

や
道
徳
観
を
広
く
知
ら
し
め
た
世

界
的
名
著
と
な
り
ま
し
た
。
語
学

は
目
的
で
は
な
く
手
段
。
学
生
の

皆
さ
ん
に
は
日
本
の
歴
史
文
化
を

正
し
く
理
解
し
、
発
信
で
き
る
能

力
を
持
つ
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

と
し
て
大
い
に
活
躍
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。�

【
企
画
部
】

就
職
率
は
九
八・四
％
と
好
調

平
成
二
十
八
年
度
卒
業
生 

就
職
状
況

　
平
成
二
十
八
年
三
月
卒
業

生
六
九
八
名
の
就
職
状
況

は
、就
職
希
望
者
六
〇
九
名
、

う
ち
就
職
決
定
者
五
九
九

名
、
就
職
希
望
者
に
対
す
る

内
定
率
は
九
八
・
四
％
と
な

っ
た（
別
表
参
照
）。
ま
た
、

卒
業
者
全
体
に
占
め
る
就
職

者
の
割
合
は
八
五
・
八
％
で

あ
っ
た
。

　
な
お
、
文
部
科
学
省
が
発

表
し
た
「
平
成
二
十
八
年
度

大
学
等
卒
業
者
の
就
職
状
況

調
査（
四
月
一
日
現
在
）」
で

　
神
職
課
程
履
修
者
の
内
、

神
社
関
係
奉
職
希
望
者
（
大

学
院・専
攻
科
含
む
）六
十
七

名
全
員
が
奉
職
し
、
就
職
率

は
百
％
と
な
っ
た
。
男
子
は

神
職
の
ほ
か
事
務
職
一
名
、

女
子
は
神
職
十
一
名
・
事
務

職
五
名
と
し
て
の
採
用
で
あ

っ
た
。

　
一
五
八
名
（
正
規
／
公
立

五
十
八
名
・
私
立
二
名
、
講

師
九
十
八
名
）が
教
員（
小
・

中・高
）と
し
て
、
三
十
六
名

（
正
規
／
公
立
八
名・私
立
二

十
五
名
、臨
時
／
三
名
）が
幼

稚
園・保
育
園
に
就
職
し
た
。

と
く
に
三
重
県
小
学
校
に
つ

い
て
は
全
合
格
者
二
四
七
名

中
、
本
学
は
過
年
度
卒
業
生

を
含
め
八
十
七
名
と
合
格
者

占
有
率
三
五・二
％
を
保
持
。

県
内
大
学
で
は
ト
ッ
プ
を
堅

持
し
て
い
る
。

　
三
重
県
庁
三
名
、
津
市
役

所
一
名
、
伊
勢
市
一
名
、
鳥

羽
市
役
所
一
名
、
郡
上
市
役

所
一
名
、明
和
町
役
場
二
名
、

作
用
町
役
場
一
名
、
自
衛
隊

一
般
曹
候
補
生
二
名
、
警
察

官
十
三
名（
三
重
県
警
九・愛

知
県
警
一
・
警
視
庁
二
・
長

野
県
警
一
）、
消
防
四
名（
伊

勢
市
三
・
松
阪
広
域
消
防
本

部
一
）
の
計
二
十
九
名
が
正

規
採
用
と
な
っ
た
。
他
に
一

年
以
上
の
臨
時
採
用
者
が
九

名
お
り
、
計
三
十
八
名
が
就

職
し
た
。

　
昨
年
度
は
景
況
感
の
向
上

と
、
企
業
の
採
用
意
欲
の
大

幅
な
回
復
を
受
け
、
順
調
に

進
行
。
十
月
末
時
点
で
前
年

度
の
企
業
就
職
者
数
に
達

し
、
最
終
的
に
企
業
・
団
体

へ
は
三
百
名
（
前
年
二
七
二

名
）が
決
定
し
た
。業
界
別
で

は
卸
売
業
・
小
売
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
が
中
心
と
な
っ
た
。

　
就
職
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
関
し
て
は
、
二
〇
一
九
年

卒
（
平
成
三
十
一
年
三
月
卒

業・修
了
予
定
者
）も
現
行
と

同
じ
三
年
生
の
三
月
に
採
用

情
報
の
解
禁
＆
エ
ン
ト
リ
ー

受
付
開
始
、
同
年
六
月
に
選

考
開
始
＆
内
定
出
し
ス
タ
ー

ト
と
な
る
。し
か
し
な
が
ら
、

実
際
は
こ
の
就
活
解
禁
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
に

採
用
活
動
を
行
っ
て
い
る
企

保
護
者
対
象�

就
職
講
演
会
・説
明
会

７
月
22
日
土
13
時
〜
15
時
30
分�

開
催
の
ご
案
内

◆
講
演
会
❖
13
時
〜
❖
６
２
１
教
室

講
演
テ
ー
マ「
売
手
市
場
の
就
活
で
、こ
れ
だ
け
は 

避
け
た
い
こ
と
、知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
」

◆
進
路
別
就
職
説
明
会
❖
14
時
40
分
〜

❖
６
２
２
教
室（
神
社
）
❖
６
２
１
教
室（
企
業
・
公
務
員
）

❖
７
２
２
教
室（
教
員
・
保
育
士
）

教
育
学
部
を
中
心
に
志
願
者
増⬅

平
成
二
十
九
年
度 

本
学
入
試
結
果

　
平
成
二
十
九
年
度
本
学
入

試
で
は
、
一
般
入
試
に
お
い

て
教
育
学
部
を
中
心
に
志
願

者
が
増
え
、
全
体
の
総
志
願

者
数
で
は
前
年
度
比
一
〇

〇・
三
％
と
全
学
科
で
安
定

し
た
志
願
状
況
と
な
っ
た
。

書
道
部
に
高
松
奨
励
賞
授
与

　
伊
勢
志
摩
の
地
域
課
題
に

つ
い
て
、
体
験
を
通
し
て
学

ぶ
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｃ
Ｌ

Ｌ（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー・ラ
ー

ニ
ン
グ・ラ
ボ
）活
動
」
が
今

年
も
始
動
!
新
た
に
十
活
動

が
加
わ
り
、
計
二
十
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
行

す
る
充
実
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
と
な
っ

た
（
五
月
三
十
一

日
現
在
）。昨
年
度

は
約
百
七
十
名
の

学
生
が
携
わ
り
、

「
視
野
が
広
が
っ

新
　
規

●
玉
城
町
玄
甲
舎
Ｐ
Ｊ

●「
み
え
食
旅
パ
ス
ポ
ー
ト
」利
用
促
進
Ｐ
Ｊ

●
学
生
×
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー「
Ｓ
Ｂ
Ｃ
」

●
Ｊ
Ａ
伊
勢「
青
ね
ぎ
・
い
ち
ご
」Ｐ
Ｊ

●
宇
治
山
田
ま
ち
な
か
研
究
室
Ｐ
Ｊ

●
み
ん
な
の
声
を
聞
く
に
は
？
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
伊
勢
古
市
歌
舞
伎
保
存
会

●
宇
治
山
田
商
業
高
校
課
題
研
究（
商
品
開
発
）サ
ポ
ー
タ
ー

●
離
島
ツ
ア
ー
in
間
崎
島�

　

体
験
ツ
ア
ー
の
企
画
と
実
施　

●
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
福
祉
の
Ｗ
Ａ
を
紡
ご
う

project
�

〜
オ
レ
ン
ジcare

マ
イ
ス
タ
ー（
認
知
症
啓
発
活
動
）〜

継
　
続

●
大
紀
町
木
の
お
も
ち
ゃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
皇
學
館
み
ら
い
対
話
団

●
伊
勢
お
も
て
な
し
ヘ
ル
パ
ー
Ｐ
Ｊ

●
防
災
の
た
め
の
大
湊
地
域
資
源
発
掘
Ｐ
Ｊ

●
度
会
カ
フ
ェ
リ
ョ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
南
伊
勢
町
Ｕ
Ａ
Ｖ（
ド
ロ
ー
ン
）防
災
活
動
Ｐ
Ｊ

●
伊
勢
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
Ｐ
Ｊ

●
玉
城
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
モ
ン
ス
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル�

（
Ｔ
Ｍ
Ｍ
Ｆ
）実
行
委
員
会

●
産
学
官
連
携
日
本
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
伊
勢
河
崎
商
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
Ｐ
Ｊ

は
大
学
生
の
就
職
内
定
率
は

九
七
・
六
％
と
調
査
開
始
以

降
、
過
去
最
高
を
記
録
し
て

い
る
。

業
が
多
く
注
意
が
必
要
。
五

月
に
入
り
続
々
と
内
定
報
告

に
来
る
学
生
が
訪
れ
て
い
る

が
、
就
活
の
動
き
出
し
が
遅

れ
る
と
、
後
々
必
要
以
上
に

苦
労
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い

え
る
。
就
職
支
援
担
当
部
署

で
は
経
団
連
の
動
向
や
景
気

状
況
を
注
視
し
、
か
つ
保
護

者
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら

高
水
準
を
キ
ー
プ
で
き
る
よ

う
支
援
体
制
を
よ
り
強
化
し

て
い
く
。

た
」「
進
路
に
影
響
し
た
」

等
、
好
意
的
な
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
気
に
な

る
活
動
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加

を
。
詳
し
く
は
、
本
学
Ｃ
Ｏ

Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

http://coc.kogakkan-u.ac.jp/

　
「
高
松
奨
励
賞
」は
学
校

法
人
皇
學
館
第
四
代
常
駐

常
任
理
事
故
高
松
忠た

だ

清き
よ

氏
の
ご
遺
志
に
基
づ
く
寄

贈
金
を
、
学
生
の
奨
学
に

資
す
る
た
め
開
設
さ
れ
た

賞
で
、
学
友
会
活
動
に
お

い
て
優
れ
た
成
果
を
挙
げ

た
団
体
に
対
し
て
授
与
さ

れ
る
。
こ
の
度
、
国
内
最

高
水
準
の
公
募
展
で
あ
る

読
売
書
法
展
に
七
名
が
入

選
し
た
の
を
は
じ
め
各
種

の
書
道
展
で
顕
著
な
成
績

を
お
さ
め
た
と
し
て
、
書

道
部
に
授
与
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
。
五
月
十
二
日
に

授
与
式
が
行
わ
れ
た
。
今

後
も
書
道
を
通
じ
た
人
間

形
成
、芸
術
探
究
に
努
め
、

さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し

た
い
。

中日書道展や高校大学書道展でも受賞

平
成
二
十
九
年
度
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動

新
た
に
十
活
動
が
ス
タ
ー
ト

平成２８年度卒業生 就職状況� Ｈ２９.５.１現在

学　科 卒業者
A

就職希望者
B

就職者
C

就職率
C／B

神　 道
男  ４５  ４０  ３９  ９７.５％
女  １３  １２  １２ １００.０％
計  ５８  ５２  ５１  ９８.１％

国　 文
男  ５４  ４１  ４０  ９７.６％
女  ５８  ５１  ４８  ９４.１％
計 １１２  ９２  ８８  ９５.７％

国　 史
男  ６４  ５４  ５４ １００.０％
女  ３２  ２８  ２７  ９６.４％
計  ９６  ８２  ８１  ９８.８％

コミュ
男  ３９  ３３  ３２  ９７.０％
女  ３０  ２６  ２４  ９２.３％
計  ６９  ５９  ５６  ９４.９％

教　 育
男 １１８  ９７  ９７ １００.０％
女 １３４ １２４ １２４ １００.０％
計 ２５２ ２２１ ２２１ １００.０％

現　 日
男  ９０  ８５  ８５ １００.０％
女  ２１  １８  １７  ９４.４％
計 １１１ １０３ １０２  ９９.０％

合 計
男 ４１０ ３５０ ３４７  ９９.１％
女 ２８８ ２５９ ２５２  ９７.３％
計 ６９８ ６０９ ５９９  ９８.４％

平成２９年度 入試結果
学科 入学定員 志願者数 入学者数

文学部

神　道  ７０   ２０９  ９０

国　文  ８０   ２４６  ９２

国　史  ８０   ２８７ １０３

コミュ  ８０   １８６  ９６

小　計 ３１０   ９２８ ３８１

教育学部

小　計 ２１０ １,２０１ ２５２

現代日本社会学部

小　計 １００   ２５１ １１７

大学計 ６２０ ２,３８０ ７５０

平成２８年度卒業生 分野別就職者
Ｈ２９.５.１現在
＊1：うち９８名は講師�
＊2：うち ３名は臨時

イベント情報（6～8月）
6
月

 ２４ �土� 皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

神道と仏教　神仏習合と神仏分離　�
「霧島神宮における神仏習合と神仏分離」
河野　訓（文学部教授）

 ２４ �土� 佐川記念神道博物館教養講座  佐川記念神道博物館講義室
学芸員が語る三重の文化と魅力Ⅳ�
「中世 四日の市と道〜常設展示リニューアルの成果と課題」
田中伸一（四日市市立博物館学芸員）

7
月

  １  �土� 月例文化講座  431教室

禅宗の伝来　多田實道（文学部准教授）
  １  �土� 皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

1日・短期講習会 皇室の基礎知識�
松本　丘（文学部教授）

  ８  �土� 研究開発推進センター史料編纂所古文書講座  佐川記念神道博物館講義室
第 ２回「古代文書を読む」
荊木美行（研究開発推進センター教授・副センター長）

  ８  �土� 皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

古事記を読み解く（開化天皇〜景行天皇の段）�
「垂仁天皇 下」　白山芳太郎（文学部教授）
 ２２ �土� 皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

神道と仏教　神仏習合と神仏分離　�
「十津川村における神仏分離」�河野 訓（文学部教授）
 ２９ �土� 皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

古事記を読み解く（開化天皇〜景行天皇の段）�
「景行天皇 上」　白山芳太郎（文学部教授）

８
月

  ４  �金� みえアカデミックセミナー２０1７  三重県文化会館レセプションルーム
人とつながる、本でつながる�
〜本の魅力と可能性を地域のなかで考える〜
岡野裕行（文学部准教授）

  ５  �土� 皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

1日・短期講習会『日本書紀』を読む�
「神武天皇 １ 　日向出発　」　大島信生（文学部教授）
 ２6 �土� 皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

1日・短期講習会 なぜ、若者は熊野を目指すのか？�
〜聖地巡礼の現代的な変容から〜
板井正斉（教育開発センター准教授）

◉各講座の詳細につきましては、本学ホームページにてご確認ください。
◉共催講座（近鉄文化サロン阿倍野）のみ、有料です。お問い合わせは近鉄文
化サロン阿倍野（☎06−6625−1771）へお願い致します。

◉神道博物館教養講座は、事前の申込みが必要になります【先着順】。お問
い合わせは（☎05９6−22−6４71）へお願い致します。
◉史料編纂所公開講座・古文書講座は、事前の申込みが必要になります【先
着順】。お問い合わせは☎05９6−22−6４62へお願い致します。
◉その他お問い合わせは、皇學館大学地域連携推進室（☎05９6−22−8635）
へお願い致します。
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